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ナビゲーションシステムについて

現在地測位の仕組み
本機ではGPS、準天頂衛星システム「みちびき」、グロナスの3衛星を利用して現在地測位を行います。

¡¡GPS（Global¡Positioning¡System）
アメリカ国防総省によって運用されている衛星測位システムです。

¡¡準天頂衛星システム「みちびき」
内閣府により整備が進められている、日本の衛星測位システムです。GPSを補い、より高精度で
安定した測位を行います。
※�本機は準天頂衛星システム「みちびき」初号機のみに対応しているため、電波を受信できる時間
帯が限られます。

¡¡グロナス（GLONASS：Global¡Navigation¡Satellite¡System）
ロシア宇宙軍によって運用されている衛星測位システムです。

※�衛星側の技術的トラブルや運営機関の事情により、精度が落ちたり電波を利用できなくなることが
あります。
※�本書では特にことわりのない限り、上記衛星を利用する機能や受信する電波を「GPS情報」「GPS
衛星電波」など総称して表記しています。

現在地の測位について
本機をお買い上げ後、初めてご使用になるときや、長時間ご使用にならなかったときは、現在地周辺の¡
地図が表示されるまで、見晴らしの良い場所をしばらく走行してください。

¡¡現在地を表示するまでに15～20分程度かかることがあります。
¡¡初めてご使用になるときや、初期化してお買い上げ時の状態に戻した場合は、現在地を測位するまで�
現在地（自車）マークは東京駅周辺を表示します。
¡¡ご自宅や車庫など屋内では、GPS衛星電波が受信しにくく現在地を測位しませんので、見晴らしの�
良い場所で測位を行ってください。
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